
一

I1
‘Q
ー

一

、

Ｉ

ｐ

ｂ

７

ｈ

■

日

Ⅱ

Ⅱ

７

|｜

q■

1

1
1可

ﾉﾉ.夕

___ｿｰｰ



－ーー－－ －－一－＝ーー一－■■■－ ーョ－－ 一 一

I

’
へ

１
１､

『
Ｉ
以
公
い
Ⅷ
凹
哩

イ

§

ず画
８
１
１

回
》
配
■

０

I

ﾉリ
1

愛
蛎
蝿
感
是
赤
腿
‐
吋
嬬
え

り

■

、ト
’

j剛芋
F

b一
〉、

､

坊詮グｰ）

』

｜

’雀 の
＃
刊
＃
お
〃
総
ｌ
淘
協
忽
奄
の

●

叺
艸
リ
匂
４
ア
碓
焔
卜
，
、

竃

今
》

１
１ 、

おし
0

『

ノ、、

ll’

１
１
‐
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
畢

基
一

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

西



ｉ
１

◆
国

1

畠、

“▽･18心

甘

伶
乃

一
一

濁
珍

溺
多
』
り
だ
垂
淵
仙
八
り
ゑ

汝芯 １
１ 尺

〃
尚
瀧
の

駒
掬

一
皇
（
咽
》
ｆ
略
吻

可

ん 多段-－

ふ 柵 膜~

Q

I 参
御 参

、
他
の

ぐ

、
縦
か
？
叩
＃
し
Ｉ

一壇

歩]、
湯

、

わ'

諺蝋
壼上

” 患 腕

’
｛ k錘

ーー

1

1も

、 ゆ

‘~）
、

しぁ
↓
う
沙
＄
１
１
１
イ
、

Ｊ
侭
を

瀦
劇
詮
砺
省

‘
乱 1

籔1
が、

塗
PJ

1
－

〈
心
》

ア
ヤ
ク
ーI 八

髭
伽

_塚C 霞
患

銀 減鯵〔、
１
１
／

」‐ 一 デー一一一一



’
－
６

劃 ~－~一了一一一~~－－~一~~ー

、

し

芯、塗 甑り ●

『 、

ー

手

９

久
I

１
才
割

き
連
の
ノ
ヶ
ふ
多
薄
ゐ
鵬
ナ

綴
恐
、
昼
募
１
１
口
う
孟
夏
莞

綴
紡
‐
八
秒
け
の
言
逗
罫
匁
癖

心

裳
諺
維
悔
↓
茅
１
ｔ
彦
″
１
港
，
霧

，
炉
聯
〃
す
り
士

簔
糺
協
帥
郷
嚇
燕

Ｐ

愛

海
月
も
１
尾
ｊ
〃
掌
胸
蔀
抄
嶋

鶴
？
，
９
皇

牢
ｌ
ろ

Lプ

1 誼

息

芽
排
‐
唾
乏

、

＃

シ
態
才
鱗
久
零
審
調

’

＃
ゆ
そ
ｆ
箆
呵

手
＃
を

咽
く
、
亨
毎

て
’

象（〃 』
底wvg

茨を
山礼

U

ﾀいう沁山側＞山
P

山 参
を

ノ

く ､ノツ
一

I
、



ロ
ロ
■
田
馴
Ｊ
Ⅷ
叩
’
日
Ⅱ
曲
り
鼎
司
即
が
円
副
Ⅷ

●

1

1

’

湾
〃
＃
Ｌ
絆
か
り
４
１
砿
劇
塞
稔

薙
乃
将

が
１
Ｊ
棚
岼
八
ソ
醍
唯
ｊ
く
Ｊ
鐸
Ｉ

〉
一

箕
Ｉ

ク
ロ
●
自

衛
月
稚

詞Ｉ

で

・
塵
１
４
り

診
ぬ
抜
き

鐵
冥

●

入
僻
卯
ろ
霧

り
あ 幟
鬘 辱

”
晦
訟
の

雛
・
艇
薙
の
Ｉ
ｖ

約
↓
卜

弾
そ

、

ラ
日

■

ﾒ1
#

ｆ
ｌ
Ｉ

〆

、
！礎
て
Ｉ
吃
荻
芯

腕
乃
雍

壊
れ
桟
方
，
７

気
鋸
鋤
ぞ
；
＃
わ

渡
り
冷
舟
茅
膨
夢

静
卸
泌
γ
安
が
り
仇
聯
’

り
枠
吻
船
方
ｒ
４

0

も b

鯉
八
打

を
’ル

ぞ

Ib

払塗雷
》
巴
、

上
一

１
１

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

■ 山一恥 ‘均机〉山 ヤレ山うし

戸ゴ

'‘し少山〃も山仙桝拠山 イし
、

窓も
’

1

１
１
１
Ｊ1 ＝一一▲ 一一



､jO

'
』

一

ャ
段
縦
心
多
く
媛
醤
：
雷
鴬
締

“
“
濁
す
息
零
単
食
瀧
謬
鋸
椛
心
錬

十
炉
發
賜
堕
励
み
…
維
刈
辱
麟

、
恥
搬
患
鵬
４
１
＃
″
１
柳
搬
蝋
恢
附
鳥
ｆ
ｌ
ｙ
″

脅
今
、
９
分
動
へ
ｌ
側
ｆ
為
〃
ｌ
協
悌
，
勾
吟
旗
や
鋤
１
１

，
熱
＃
組
ｒ
ｈ
や
ｉ
ｆ
脱
ぐ
１
１
１
畑
酌
爵
，
賜
槻
ん

炎
泌
沸
珍
“
ぬ
得
ず
毎
晩
識
胤
羅

●
ざ
夕
埼
ｊ
２
払
鬼
の
孑
維
滅
倣
可
菟

鋼
錫
″
４
１
７
く
洲
淵
〃
ダ
サ
…
み
り

包

舛
蒋
錫
馴
驫
丸
灌
く
接
彦
ぞ

季
減
珍
実
倣
わ
‐
ｌ
鬼
ら

泌
必
似
１
為
公
？
↓
巻
り
作

州
Ｊ
物ま

了
１
ぢ
う
”
ｊ
も
：
弧
栂

か
鋤
ル
ー
珂
剛
イ
繩
申
孟
イ
＃
吃

■
■
ｐ
８
１
■ り

Ｊ
ど
ち
棚
間
ぐ

1

》
催
で
澱
萩
糺
叡

１
１
１一

一

I

軸有髪
端尭純 山伽山帆》 ［幼

心

ｼいcL@ 〃し梯 窄＆稜 ="心噛

’－

－－I
’

』Ⅱ_』 一一＝…



』

’
８
９
１
０
、
、

晶
訳

‐ ‐一 二－一一℃學｡､4．－画 一軍.墨琴－－－－

’

１
１

γ
州
一
‐
体
叩
捻
ｖ
〃
獄
ク
鵬
う
り

１

鵬
γ
叩
吻
＃
ｔ
〃
〕
ぬ
わ
？
＃
ら
抵
”
ね

、

裁
姥
ア
バ
く
勺
ハ
ノ
う
↑
９
画
４
１

織
捲
謬
．

’

約
参
災
４
舵
７
身
聯
↓

獺
や
”
の
～
も

糸

舜
津
燕
異
り
ぞ
雪
ｆ
逢

癩
痴
乃
ザ
そ
重
ｒ
ｌ

雰

島
§
だ
ふ
り
、
の

劣

妙
ノ
銘
弗
脇
号

琴
冷
八
望
隼
ｉ
胃
多
重
、
ぢ
べ

鯛
坐
，
〃
↑
：
八
け
ハ
曲
呼
１
Ａ
，
″
咋
珂
応
臘
咋
脾
蛙
州
鑛
葬
岬

電
章
ｉ
塊
？
ｊ
好
感
管

ん
延
妙
紗
，
肌

排
１
吻
胤
”

み
１
３

の

侭
Ｊ
ｊ
人
啄
あ
り
務
”
総
吟
か

…
。

０

Ｆ

由

催
叩
＃
や
ず
く
“
吻
施
の

睡
鍔
”
Ｉ
▼
恥
蝿
苧
４
イ
釦
〉

蚊
＃
の
↑

ち
髪
か
孝
滝
巧
乏

ｌ

ｌ

萩
尹
妙
イ
礎
ｉ
魁
郡
Ｌ
、
ｌ
ｉ
１
拳
、

ｉ

勇
塞
せ
ら
身
ｊ
観
の
伽
芳

、

獅
心
皇
呼
噂
鼻
１
歳
瀞
〃

’

’

’

’

’

’

１

１

Ｊ

４

１

１

１

１

日

０

０

１

０

■

■

０

■

■

且

■

■

も

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

肱
胤
諺
と
を
わ
ｊ
沁
鎮
球
４
悲
惨
恥
崎
油

1

’弘
鵬
少
鼻
一
喝
↓
悔
入
郷
〃
上
４
や

〃
錫
牌
驚
典
了
雄
戒
の
燐
々
で

１
１
１
１

（

葵
豊
学

I

畠
奎凸

宙

俊〃長 幼髭 〃L沁瀕 例』枕吻炎仙術携令も吻携 "も

Ｌ

■

催

に

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｂ

Ｂ

Ｂ

■

一J



『
ー ー一－

4

１
１
１
１

■

Ｉ
；
Ｉ

■

栃栃

熱
の

帳
冷
”
″
熱
の

帳
冷
”
″謬火

糸
シ
診
て
篭
今
踊
を

糸
シ
診
て
篭
今
踊
を

巧
肱

宛
の

０

Ｆ
、
、
捌
砠
‐
。 差差沌

盛
妙
乃

沌
盛
妙
乃

詐
棚
訓
乃
遜
脇
の

砕
脆
く
り
汎
っ
紬
岬
《
小
ｌ
ｆ
７
，
の

１
１
ノ
ｆ
、
１
か を

彦
豚

謬
火
彦
豚

完完 りり
為 廷廷

土
観
剛
臥
測
陥
り
糺
惚
ハ
ダ
フ
り

礼
、

〆

画
一
り
～
上
誕
親
電

〃 ろ
泓
肌
雄
猟

Ⅱ

１
１

ノノI ○○

Ｉ
“
ｌ
心

１

姥
鰭 ’

”
海
の

”
海
の

フ、フ、
く
〈
”
ノ
ー
リ

く
〈
”
ノ
ー
リ

言言＃
り
↓
鳥

！！/l-/上 書書

乃
〆
碗

乃
〆
碗

１
１

零零負負 ““ そそ気 ’ 上

衝裳
懲机

I
油鋒仙吻鋒油鋒仙吻鋒 傷傷齢齢心心心心ま津 津 鞭ｼしI,わ

＞

』』I ▲



’

’
ノ

I

、

圃
畠
短
歌
恥●

宮
島
短
歌
肋

十
‐
竿
ハ
ト
ノ
ヂ
忽
姥
鋒
姶
シ
ハ
脂
〃
内
１
１

〃

て’
〃

て’‘
ら
ｉ
〃
も
移
鳥
売
珍
異
惨
息
災

鯛
俳
穐
、
２
産
め
ィ
為
＃
ぬ

で
雲
り
誓
童
月
笠
推
論
り

み
乳
ｊ
７
１
Ａ
ｙ
Ｉ
吻
峠
や
午
１
分
．
協
忌
診
ね

物
洲
久
窪

群
ら
Ｉ
″
辱
寺
良
次
イ
ヰ
ら
孤
獅
膠

《
人
｜
兵
を
ザ
タ
＃
〃
小
倉

雌雌藍
一一

(ジ ⑨⑨
00

ｆ
Ｙ
ｊ

ｆ
Ｙ
ｊ

、

&
、

&
巳ノコ〃］

､､ いい
〆〆 刀刀

銅銅
、

-J，J，

44
り
国
■

上
墓
勇
弓

脳
り
金
鋒
の
み
耀
哩

千
，
獲

物
胸
ぼ
ろ
礼

減
Ｙ
伽

Ｌ
ｌ

"
’

b

ガ
ケ

j/t

心〃妙Ｍヶ

一一

小
幡
”
鯛

７
牢
〃
Ｉ
り

砂

|を
撚鳥
炎加
然炎
加 逮垂 、、

I

ふ礼ふ 机』 毒‘等払 寒錐桃感礼柔仙永机
、

軌』軌』 机机｡碁
〕

‐－ － 一屯



－－－一d－ －－ －

１

１

■
■
Ｄ
Ｂ
■
■
０
■
川
■
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
１
１

１
１
１

１

回
■
・
Ｌ

八

旧
旧
旧
旧
旧
旧
旧
旧
旧
旧
旧
旧
用
旧
旧
四
口
，
Ⅲ
岫
庄
日
卜
ｂ
一
回
旧
■
Ｂ
Ｕ
Ｈ
恥
耐
皿
輌
、
叫
叩
皿
叫
恥
廻
堀
岬
叩
叩
叫
皿
幽
掴
輻
、
画
、
哩
咀
型
蛎
罰
廻
輻
垣
恒
・
岬
雪
日
日
■
■
■
■
■
Ｐ
且
４
〃
１
１
９
０
０
山
夙
凹
■
■
■
Ⅱ
Ⅲ
引
川
Ⅷ
■

１

１

上
穴

椛
州
ｖ
１
謄
脚
シ
ｋ
；
〃
も
〃
拘
乃
岬

薮
″
わ
ｆ
剛
ｉ
ｉ
４
協
創
〃
恥
。
〃
や
の
か
＃
競
軍
ソ

一
ｒ
、
”
ｆ
〃多
く
４
蘋
晶
〃
よ
号
わ
ゃ
鼻
胃
寒

；
九
秘
ｆ
聯
ｉ
弁
脚
癖
零
句
祢

珍

八

、

畢
溺
球
脚
帥
ぐ
副
心
勤
匂
瞬
魁
（
ｒ
１
１
４
．
噸
八
〃

●

▲

■

一

口

●

ｐ

潅
勵
ふ
報
》
動
１
洲
Ｉ
凝
恐

姥
の

静
孜
入
渉
ｊ
ｆ
ｈ
矛
Ｉ

抄、

勝
櫛
／
入
初
ｊ
〃
き
戯
勿
乃

■
Ｉ

趾
参
り
助
ｒ
か
く
閉
幕
漆
：
舟

戟乢
郷
↑
久
溺
１
ふ
を
名
鐇
僻
呼
乃
吟
偉

象

含
差
↓
罪
間
Ｉ
〃
や
俄
鳴

排

島
ｊ
ｚ
今
晩
γ
〃
リ
で
方
念
〃
〃
一
り
い
２
雌

〃
風
制
州
イ
２
９
５
愈
慨
も
玖
術
１
，
１

〃
。
？
，
１
崎
ノ
ｆ
〃
嘩
今
も
伽
勝
り
り
り

鈴
ｆ
ｌ
シ
わ
り
久
鰺
＃
鉢
蝋

せ
～
ん
汎
卦
１
吟
ぺ
ず
』
ぬ
龍
詠

《
わ
く
Ｉ
雑
の
秀
澱
詞
拶
り
軒
＃

■

L

●

を圃
盈 tl』制今枕久鼻 雰払感念 象机贈ｳし もし

I ＝一



一

〃

、

●

１
１

１
１
１
１

■
０
・
閃
。
■
■
Ｐ
Ｄ
Ｂ
■

〃
ｆ
鬼
呼
家
苛
普
耀
補
同
腓
錨
灸

も＃

曜
奪
を
磁
鼠
か
瀦
瀞
鍍
酔
お
、
芽

拠
潅
鈴
測
刈
釧
ｌ
伽
″
イ
瓢
し
〃
壁
鑓
側
砿
匡
蝉
》
抄
～
爵
ワ
リ

礼

纏
蜂
々
令
吋
ソ
湯
吟
や
偽
γ
１
秘
を
雌
か

。

“
唖
の
ヅ
え
″
〃
修
身
鵯
綴
Ｉ
り
く
ゆ
ぱ
搾
睡
仏
劃
く
の
鎮
夢
い
《
６

４

６
〃

朧
轟
司
望
繁
１
１
像
ダ
リ
”
″
ク

繩
を
鈎
崎
あ
イ
カ
拶
娩
も
壷
も

粍
識
迄
１
フ
永
参
吃
溌
軽
謝
謝
雌
雄

象
狗
郷
ｊ
の
う
＃
き
＃
宮
〃

棚
＃
〃
Ｉ
隊
鯵
診
ず
り
く
肌
衿
＃
ｆ
糸

鈎
ぢ
く
亀
男
建
獣
受
墓
藍

（
壷
が
燦
＃

蛎
峨
さ
１
払
雑
り
み

航
脚
り
恥
，
〃
ア

、

価
鵡
１
４
ク
弘
罷
躍
考
勇
誓
診
雀
７

札

農
入
獄
ｙ
城
葛
令
〃
入
常
。
の
篭

、

､

鰯
叙
憾

ｂ
ｙ
■

ｆ
誉
、
敷
き

卵
蜘
鯵
珍
別
、
毎
あ
ｒ
ｆ
，

h
q l

等
号
も 繕

為||圭

、

鮴

L

q

糸

！
I

ﾉﾛb恥礼桑礼島仙募 もし 鼻
、

札‘し墨

L 色 ． 一空一 凸一一一



|’

|’
I

■

１
１
１

q

ヤ

杓
２
〃
勺
ｌ
＃
笈
惣
④
織
物
；
剃
り
〃
偽
〃

磁
叩
向
ノ
ー
ヂ
〃
あ
き
，
６
燃
岬
参

燧
繍
ｌ
樅
…
１
鼠
耀
総
累
リ
定

毒
強
の
７
命
を
泌
肌
ツ
や
＃
Ｉ

荷
〃
綱
ろ
ふ
”
止
宇
孟
隻
ふ
備
り
卿

炎
鵡
聯
り
１
久
鯵
て
知
く
折
川
代

ド

縛差

リ

剛
渤
鮎

力
家
寺

身 巳

咳
乃

イ
勺
ら
に
鎌
１
Ｋ

参
一

ノ

門
戸
戯
‐

‘2

雄
を
久

ノ

汐
謬
！

り 毎

土、

f

を
墓
の
鋤

公

之

参
を繩 紗

ノ

狐桐臺
I

孝紳獅稽仙鰯を桃，
1，

#1，罫、
~

机， やいふ 弘
‐

鮴



一一一一一可

１
１

'

,

夕

し

７
－
吟
Ｉ
や
診
Ｉ
琴
わ
り
ぬ
印
ぬ
鐇

臓
１
醤
、
食
へ
疲
鰄
を
均
ら

朔
‐
秘
り
侭
ｉ
哀
向
吻
毬
；
嫁
ぐ

許
Ⅷ
ど
う
＃
へ
盃
惨
為
人
確
鈴

需
〃
鳶
乃
諺
玲
上
や
鼻
り
泌
乏

緩
必
士
ｌ
や
４
〃
く
ハ
撒
今
修
ｆ
《
御
＃

蜘
可
方
″
ｉ
易
く
上
鐡
を
考
仇
聯
ｆ

先
人
ぬ
り
；
り
ふ
梅
癒

硴
乃
隻
之
ろ
て
霞
班
姫
瀞
箸
凌

繩
か
？
〃
郷
ぽ
と
き
伺
う
〃

毒
裟
吋
人
１
孟
像
聴
硴

洩
葦
の
ォ
す
〃
姫
肩
園
＃
吟
く

陶
筈
》
の
４
坪
～
た
Ｉ
為
１
門

鰯
に
ｊ
痕
膨
之
瀝
を
髭
”
や
１

つ
？
く
挑
予
～
ノ
輔
く
旛
周
ワ
グ
火

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｌ
航

食
汐
協
秘
跡
綴
も
厩
騨
孤
油
紗
脚
う

、
ザ
》
す

や
叩
製
之
参
似
入
〃
可
葛
１
珍
鯲

且

麗
吟
１
１

識
？
卜
握
吟
鞭
剛
″
換
言

盆

網
幌

犯
脚
卜
ｊ
噌
誉
断
１
Ⅵ
ざ
砂
り

げ

Ｇ

へ
卯
刷
〃
，
？
～
寺
Ｊ
き
り
毎
糾
琵
ｆ
か
リ
リ
ノ

〆

｜
’

裟
俄j餐礼寺 淌馨桃愉ン＃礼勅孝桃柳潅磯浄

廷

ﾉし｛殉 机，

L



1

II
1

』

1

0

＝

一一一←ニ ーーニー ＝■三一一・一二

I

’（

雫
吻
総
ろ
づ
倉
１
ノ
光
狐

猫
惑
へ
喝
ム
升
族
鉱
那
姻
證
プ

雛
の
鈩
参
ｚ
富
永
“
～
↓
ん

諺
證
火
万
も
り
符
川
扮
吋
あ
わ
淵
〃
好

扉
珍
良
〆
フ
ー
●
め
て
の
細
”
Ｉ
ｊ
《
”
〃
わ
，
偲
蜂
Ｑ
〃
半
々
の
Ｉ
ノ
、
Ｉ

”
奇
勿
畝
フ
”
～

庁
ｈ
２
秒
ぞ
お

１
１
０

声
芳
ｆ
り
て
を
液
今
も
奮
勘

蔀
砿
〃
繊
棡
ワ
吻
人
″
＃
乍
諄
舞
例
Ⅷ
聖
沖
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｊ
４
、

綴
誉
の
広
う
渡
禽
鈴
人
碓
く

吸
う
渡
禽
，
脾
ｖ
、

'わ

| |’
鯵 りの

郷 １
患
身
可

3 く
恐
九
猟
汐
珍
Ｉ
う

凸
蝿
炊
符
玖
刃
方
７
、

曇
り
冬
：

仏
り
く
蔀
玲
も
世
駿
禰

Ｑ

副
く
ら
食
う
銃
の
み

毛塞
の る

'｜ ・
恥
貰
吻
合
弓

初
令
彪

盈

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

。
■
■
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ｊ
ｄ
ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｒ
■
ｑ
Ｉ
Ｉ
ｈ
■

ﾄ

上
十

、

と

狐泌護
哩礼漁勉畝， 検札率弛牟磯仙率抄吻

’

。

I
ロk --.-- -■－



りり

私
ら
霞
ァ
尤
嵩
埼
撚
Ｙ
つ
く
糸
ｉ

〃
１
１
州
沙
嬉
式
脳
君
Ｉ
も
，
約
１
琳
！

＃
卜
揚
畷
、
１
１
ぞ
捌
州
ぁ
外

紗
撚
時
入
硬
卸
う
み
点
執
使
沸
功
Ｉ
篭

砂
ヅ
ン
ｒ
γ
ど
か
§
輿
あ
労
伽
深

み
準
亨
壊
』
て
暴
秩

私
ら
霞
ァ
尤
嵩
埼
撚
Ｙ
つ
く
糸
ｉ

〃
１
１
州
沙
嬉
式
脳
君
Ｉ
も
，
約
１
琳
！

＃
卜
揚
畷
、
１
１
ぞ
捌
州
ぁ
外

紗
撚
時
入
硬
卸
う
み
点
執
使
沸
功
Ｉ
篭

砂
ヅ
ン
ｒ
γ
ど
か
§
輿
あ
労
伽
深

み
準
亨
壊
』
て
暴
秩

４
毒
タ
ェ

４
毒
タ
ェ

剛
瀞
弘
擁
凱
１
ち
或
壕
乞
直
唾
ミ

タ
ヤ
つ
ぢ
〃
も
堂
禰
ｆ
鍬
乃
ツ
イ
ゲ
含
乱
遍
侃

剛
瀞
弘
擁
凱
１
ち
或
壕
乞
直
唾
ミ

タ
ヤ
つ
ぢ
〃
も
堂
禰
ｆ
鍬
乃
ツ
イ
ゲ
含
乱
遍
侃

V望V望

孝
勿
戚
繁
擁

孝
勿
戚
繁
擁

【【

針
＃
々
ｌ
ｒ
ｆ
ｊ
Ｉ
が
４
ｊ
Ｉ
少
湯
奨
謹
一
歩
霧

針
＃
々
ｌ
ｒ
ｆ
ｊ
Ｉ
が
４
ｊ
Ｉ
少
湯
奨
謹
一
歩
霧

葵葵

エ
生

I

仙術迩仙卿
I

仙術迩仙卿

’’

狗至狗至 適
一
適
一 排排 伽伽

、

L L 』坐 一



一一

－

I

Q

､巳凸と
4一口

2

ｰ

1

修二

縦奮
を 秒

舟
察
の
み
ろ

丹
？
〃
ゆ
・
参
ろ

秀
ﾉI 〃を

ｆ
参 銘

秒
脅
〃
絢
遊
才
ワ
ト
抄
３
承
伸

ら
獺
も
と
翁
γ
～
総
別
″
Ｉ
垂

く
た
向
も
蕊
ｆ
認
渉
雌

稟
０
４
車
尭
り
ゅ
の
み

言
之
て
用
を
ろ
少
へ
沸

籠
混
り
ｒ
ｌ
〃
Ｍ
膠
秒

寸
露
も

多
、
旦
殉
匿
師
、

１
１
侭
う
孤
娩

〃
皿
脱
均
の
筵
ヴ

才 、
り
１
１
ノ
御

勤
忽
似
よ

士
一

β

７
．
念
『壹沙

島仙紛批＄紗を 紗｡ ゆ 伽を 机油 塾

、
1

I
』一



ユ
ロ

、

〆蓉

■
且
■

’

’
↑
ｙ
“・
謬
り
＃
代
強
の
沸
胤
ハ
払
捗
他
塚
く

I

総
た
り
蝿
惨
誇
諏
ｊ
押
吻
を

噸
Ｉ
″
ｆ
側
肌
伽
〃
グ
ー
払
岬
〃
拠
恥
ｖ
ｉ
Ｎ
７

械
丹
禽
聴
ｉ
ぐ
ゞ
り
ら
脚
の
拶
泌

ｆ
嶺
鯲
ゆ
り
毒
さ
＊
嫁
、
彩
沙
以
州
Ｉ

鯵
、
７
左
オ
ゥ
扉
盛
上
↓
，
ち
か
象

侭
墳
喀
葎
り
轆
灸
言
４
§
‐

膠
を
蚤
４
参
ｆ
滅
却
綿
を
ｋ
ｊ
又
１

，

参
鵬
雪
乏
４
Ｉ
々
↓
＃
？
約

穀
７
駄
唇
／
や
す
々
ふ
し
て
漣
雷
陞
睡
魔
噸
，
公
〃
’
ん
彊
蝿
州

立
鞠
の
蛎
土
々
§
ぬ
〃
今
Ｉ
う
ぞ

蓬
、
秘
４
減
了
＃
弧
？
患
ね
健
埜
賜
る

塞
守
Ｉ
Ｄ
鰯
鯵
ま
み
１
具
聴
ベ

ジ
ィ
琴
小
人
１
塁
嬢
方
や
企

１
１
１
１
〃
〃
１

粉
泌
〃
易
寺
胤
げ
ふ

八
少
揚
γ
〃
ｆ
Ｉ
１

吻
向
１
Ｊ
皆
允

り
う
凰
必
姥I

。

上

主

撮秘番秘.易札島紳 搦職札溺紗参外鵜秘松
、

桃

F1△...1111|『＝ -一一~－－~~~一一~‐一~---ー~・

も，』 ，、やり

心
F

7

』■【



＝▼ _ ’
一一

弓|［
｜ '，

｡一

Ｆ
』
一
．
〉

鍵
イ

●

今

●

６

１

l

Q

D

､ ●

’
＊＊

艶

，
密
産
嘉

笈
＃
脇
；
紳
了
絃
勇
例
磁
め
今
，

肇
ｌ
琴
ヲ
宝
向
ぬ
り
鉾 艶

，
密
産
嘉

笈
＃
脇
；
紳
了
絃
勇
例
磁
め
今
，

肇
ｌ
琴
ヲ
宝
向
ぬ
り
鉾

ゲ
リ
ｌ
鳶
蟹
の
錐
形
溌
と
Ｉ

ノ
蝉
４
ｊ
ザ
島
が
筋
も
‐
き
～
り
り
談

，
夕
謬
峰
舟
珍
へ
丸
総
イ
ゆ
く

，
夕
謬
峰
舟
珍
へ
丸
総
イ
ゆ
く

厳
ノ
ゥ
今
ｆ
津
１
〃
の
砂
〕

ｕ

入
海
の
戯
ぃ

初
べ
ぞ
り

段
砂
防
１
１
１

歩
１

口

Ｊし

４
Ｊ
ヤ
ベ

麹
Ｉ
舛
お
り
み
を
方

”
〃
渡
泌
久
〉
ろ
１
１
診
努
令
多
沙
珂
ハ
ノ

蛎
釧
郷
ｊ
雄
？
と
慨
１
１
伽
才
卸
；
好
ソ

ォ
フ
倉
謬
１
１
吻
繭
甲
必
泳
汽

〃
や
み
６

〃
や
み
６

’
’

○

釜
為○

釜
為 上

志

象鍾塗､幻
紬鵬う，峰

b
l

務桃掻樅=湧桃診払

b
l

務桃掻樅=湧桃診払
錫
聡
ノ
心

1

幽机峰

』■IL －, 一 －



■b

’◆け

ﾛ

8

I

ぬ
り

Q

刮
0

↑
抑
叩
ハ
ー
奄
勘
く
ノ
始
維
Ｔ
吻
忽

三
忽
６
陸
γ
典
や
＃
鱒
紘
乃
や

乏
義
ぐ
腸
ぞ
あ
Ｌ
急
イ
准
易
を
琴
ノ

も
あ
Ｉ
解
誹
奄
隣
１
１
催
鯛

必
獅
沙
挫
潔
冷
の

刷
州
脱
バ
リ

少
吹
い
り
〃
枕
Ⅶ
Ｉ
淵
く

溺
上
印
：
ｊ
魚
噸

〃
Ｉ
〃
Ｊ
弧
瞥
入
北
郷
易
鮓
蒋
７
肌
勤
寄

も
Ｉ
砂
，
１
１
殉
冷
ｈ
ｆ
勝
噌
；
伽
“
抑
夕
介
１

３
・

癌
劣
の
幟
ワ
ワ
あ
く
”
４
Ｊ
琢
雌
噸
約

形
Ⅲ
Ｉ
く
兇
汚
苧
〃
イ
腰
〃
ｌ
〃
沙
織

簿
Ｉ
識
ｉ
ｆ
謝
り
だ
！
〃

胸
ふ
あ
４
ヅ
紗
も
み
参
篭
少
艀

〃
な
と

術
，
含
～
〃
か
ヅ
タ
ー
鰺
紗
す
人
ノ

謀
’
参
参
ぜ
人
ｚ
ｌ
〃
岬
３
４
２
年

；
！
を

為
う
糊
陥
り
挫
舜
Ｔ
労
凸

〃
た
汐
も
鱒
紘
尤
や

朏
猴
の
》
矛
の
い
胤
泌
厳
廻

考
錫
輔
み
～
へ
冤

”
麹
聡
篭
疹

乃
莞
孔

上

宝

挑腿雰曝催桃紗蛍机鵬
か。

辱勝澱｡他 “ず畔緋 ｳ， *し

Ｉ



} 蝋

凶・－－－－=－－…－℃■一一 －－‐－－－-－－－=-j:‐



Ｆ

ロ

″
４
■
▼

蟻 ，

γ
７
〃４
忽
”
ｊ
ぬ
げ
イ
仙
各
の
吟
，
参

を
ふ
ゞ
＃
く
う
吻
代
郷
欠
を
シ

悲
繼
ろ
状
拶
鋤
ｌ
読
靴
了
う
桑

‐
坪
恥
？
＃
詞
篭
紘
を
デ
そ
ぞ

焔
易
織
＃
縁
の
泓
分
Ａ
く
〃
う

両
遙
…
必
１
〃
”
〃
ス
リ
隊
つ
き

ヴ
卿
令
や
Ｚ
晃
電
も
矛
蕩
‐

〃
ク
セ
〃
ｆ
久
弥
〃
イ
ー
念
胸
卿
叱
艇
協
リ
１

４
１
ぐ
〃
う
そ
駒
Ｙ
Ｊ
ｖ
ト
ー
〃
ｉ
勿
坤
２
１

催
り
才
に
勘
～
み
で
鍵

Ｏ堂
織
〃
ｚ
衛
馨
＃
た
Ｊ
、
珍
乏

婚

Ｉ

Ｐ
Ｉ
ｉ
ｌ
、

７
仇
γ
沙
り
ん
”
ノ
ー
Ｉ
イ
ｆ
仙
仲

悠

一

ゞ
心
；
ぼ
け
杉
ｆ
〃
ぬ
劣
惨

俳
芳
Ｉ
々
矛
’
ず
曾
診
応

塁
で
笈
征
乾
響
、
爵
維
乃
皇

噛
蕩
＃
含
ふ
く
審
夕
剛
殺
ｆ
Ｋ

踊
息
剛
幣

一
り
の
ｌ
ｊ
ｌ
由
鯛
期
１
ｔ
を
為
り
門
川
約
劉
州
訓
Ⅱ

毒
り
僻
を
噂
も
そ
し
嬉
呵

’

鋼
ぞ
勿
吟
の
峰
〃
Ｌ
‐

評
皐
脅
ノ

遵

帆峰陽 (七久机久毛施名 久電朧久恥恥机倣落 礼

』

~p-h 一



F一一一 匿

幸 －可

| ’

〃
β
■
、

|’

ア
ヲ
〃ｉ
晩
汎
．
叩
‐
ｊ
ぬ
け
排
１
．
噸
か
り
脾
１
〃
妙

を
手
＃
く
う
吻
汽
沸
く
吟
秒

渉
鰺
ろ
於
誇
み
Ｉ
読
靴
了
う
桑

‐
坪
噂
？
＃
詞
壼
紘
を
ず
そ
ぞ

協
易
残
令
認
〃
私
分
白
く
序
う

両
遙
ｌ
や
１
舵
”
ぬ
入
り
朧
つ
き

僻
＃
齢
’
す
あ
う
ｊ
あ
の
吟
‐

ヴ
駒
令
軍
３
灸
ざ
も
零
葺
刑

吻
劣
郁
愈
学
あ
て
た
う
少
刑
叩
遥
；
Ⅲ

桟
り
＃
に
沙
～
惑
繼
で

堂
織
げ
ｚ
衛
馨
ｊ
灸
臥
婚
、
易
乏

夙
″
莎
〃
餅
ｘ
ｉ
ｊ
ｆ
唯
悠

心
ず
ぽ
げ
ゎ
Ｉ
〃
ぬ
傷
惨

俳
労
ｉ
勾
手
’
ず
曾
診
応

塁
で
驚
範
乾
例
管
載
総
乃
皇

言
ろ
ｔ
ｊ
坐
頚
↓
な
ら
１
謝
鯏
川

毒
り
雑
を
噂
も
ぞ
ふ
嬉
州

踊
息
柳
囎
、
１
１
吻
蝋
〃
（
坪
必
均
り

帆勝久（心爆毛枇久壱I心 礼久電朧久恥恥枕他 竜

1
L



二一

識
ろ、

'1

１
１

１
１

７
門イ

伽
画
、
ハ
ソ
壷
令
ｊ
く
、
，
，
え
“
‐
吻
祁
弘
謬
私
嘩
湯
』

年
利
＃
１
１
嘩
参
蔦

湛
ぬ
ぜ
重
夫
小
呼
帆
を
１
次

託
ら
二
葱
《
平
管
皇
享

亭
去
毫
奉
〈

慨◎

ヤ
ハ
ー
ザ
鋤
〃
ｆ
恥
匂
〆

芯
罰
，
舞
咽唖

ふ
孔
ク
莞
浮

１
１§

＃
〃
を
恥
？
燃
淵
父
暑
１
１

砥
ｙ
少
Ｉ
ム
ゾ
§

吻
も
期
６
脾
俺

’
穆
領
駒

、

参 上

丈

磯央篭fも に爆秘女
~

I

』



－
１

』
０
６
■
■
ｎ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
且
■
■
■
ａ
■
■
巳
■

Ｉ
一一

「
｜’

}

,

１
１

l l

i
ll

弓一一~一、
r一=一~一~‐I

’＃
認
さ
た
坪
ｆ
わ
な
篭
Ｉ
吟
賢
乃
劣

塑
さ
吟
へ
ゐ
り
ふ
す
弧

淡
久
？
農
焔
易
～
Ｉ
鍬
あ
く

氏
多
乃
〃
ん
〃
の
沙
７
９
い
子
総
極

沸
断
り
〃
佇
勝
ｆ
必
凋
ど
極
上
弓
１
１

諺
今
４
０
ｋ
丁
あ
く
；
く
ぞ
Ｉ
雀

牛
撫
の
か
ｔ
わ
ん
く
恥
参
＃
て

一
罫
ｌ
か
ｆ
ろ
糸
啄
誉
を
お

ワ
ィ
ノ
〃
ｔ
鶴
＃
ワ
イ
３
、
菱
尭
睦

緬
之
踊
減
ず
ｊ
呼
量
労

擁
て
ｊ
〃
ろ
抄
脅
附
す
Ｊ
↑

測
川
〃
小
九
個
の
勤
ソ
の
あ
岬
ｊ
仏
吻
人
リ
潔
彪
り
″
的

ｉ
ｚ
１
Ａ
肌
鄭
〃
１
１
Ｊ
も
、
；
多
〃
拳
一
堂

矛
ず
ぺ
必
圷
の
縦
ィ
が
１
４
１
＃
ぬ

か
１
禰
ｉ
叩
印
，
を
く
い
舟
〆
纈

嘱
学
Ｉ
Ａ
ｊ
勘
了
史
廊
鯏
啄
凌
可
許
鍬

か
菱
免
Ｗ
１
４
涜
淵
あ
之
６
公
卿
力
泌

１
１

力
４
Ｊ
〃
左
勺
Ｉ
ｆ
４
ｊ
胸
非
例
刈

喝
紘
乃
ｋ
や
〃
や
も
す
ノ
遊
城
〃
鋤
』
て

“
〃
封
気
謬
班
乃
は
～
ｆ
〆
ね
擬
Ｔ
Ｉ
Ｉ

ｒ
ｌ

、

’

Ｉ

Ｊ

Ｉ

。

’

１

１

１

８

１

‘

Ｉ

●

Ｗ

ｌ

Ｉ

Ｉ

‐

１

１

１

画

！

刀

■

■

■

■

日

■

q

＃1＞ 琴 ↓し や
シ 桃 雫 琴机， 仙字

』

M
■

1L_._－－－－－－－．．－,一－一一 一一 一一一一些■■-.- 画 ﾛｰﾛ ｰｰﾕ ｰｰ ｰ 一 －－－

L 』



,’’
画
１
１
１

１

１
１
１

１
‐
叱
り
ロ
■
日
向
↓
Ｏ

１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ

ｌ

’

0

P

I
一

I
童 ち

零
や
は

、
『
叩
ｆ
”
ノ
勺
．
こ
ノ
ー
ノ

1

t 砲

|｜

|I

一

ｒ
●
Ｉ
Ｌ
，
ト

ｌ‐‐１１‐１１１‐町Ⅱ

Ⅱ
叩
Ⅲ
Ⅲ
川
副
●
●
叩
叩
叩
山
眼
宰
恥
函
叩
叩
叩
咽
．
。
●
，

畷
務
＆
ふ
た

’』、
両

1

分

’
も 溌

岬

、
ｆ
ｌ
Ｊ
ｒ
卓

〕

<壱〃’ 嬰
一
ｒ

～

琴秘や "
ツﾔ心 榊亨 "心



！
■、

f

’

II



III

。。。

’’
ノ

｢ ~－－1
〆 ‘α

iり．
11 力
；｝ ’

辿皇_」

１

１

１

Ｉ
－
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
，
“
“
己
二
一
一
一
一

ﾆ ｰ ｰ 須一一 _ . 一房 利－元I ー

- - -一一一 一一一. 一一一一－ --－一一一 一一一一一一 一一一 一＝－－－－ －－－ 一一一一一
－

』



一 ー

↑

碗
岬
向
岬
Ｉ
崎
り
ん
７
’

帆
考
７
１
虚

Ｂ揚
句
毒
ｔ
上
余
り

陛
偽
卸
９
１
秒
、
ル
壷
ツ
ル
狐
”
ち
一
嘔
辱
ゾ
ノ
八
Ｖ
ｌ
釧
勾

↓

飾
幻
ｔ
舅
ぬ
く
諺
〃
ゐ
雛

妙
秘
秒
可
停
“
冬
７
人
－
Ｊ
イ
払
岬
も
笹
砂
久
鉦

〃
７
ｋ
％
鯛
ハ
独
″
ブ
リ
塾
免
搾
参
錨
獅
と
型

“
い
い
、
７
Ｊ
う

↑
《

＆の
知
ｖ
我
ハ

↓
21ツ

少ア
メa

j/t 'X〃
み

｝、V

畿

参壷

卸
剛
辨

‘〈

＃と
1

リイウ'，執"･少舛ヤも



１
１

１

Ｉ

I』,’

!’

川
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ

ｌＩ
１
Ｉ

Ｉ

げ

｜

I

１
口

え
融
鮴
緊
縛
謝
犀
〃
腸
縦
彬
埣
砂

・
堂
〃
ん
↓
ぞ
ふ
～
〃
炎
森
縦

入
嘘
鉱
総
羅
嘩
欝
之
棚
ら
を
野
１

戸・
・
誌
獄
７
茜
～
篭
伽
？
笈
稼
鼠

惚
吋
背
ｉ
ム
泳
恥
釈
妙
Ｉ
燃
砂
ど
ｖ
Ｉ
ら
へ
く

い
・
患
診
紗
掘
り
＃
〃
必
溌
刷
り
撫
銭
協
刃

：
〃
啄
鯵
も
塞
撚
搬
入
鷲
ぞ
〃
２
先

，
砺
心
ぅ
臨
鞭
ｆ
＃
ｊ
Ｉ
必
偽
伽
聯
雑

風
妙
銑
ふ
き
１
吻
戊
笈
陣
斗
撫
昇
ワ
藤

珍
久
ソ
職
靜
〃
勢
グ
ゾ
易
匁
入
り

参三リ
ユ f

茸

Ｍ
ｒ
ｂ ↑

《

１
１

||’

１
元
わ
ら
参
愈
俊

て
げ
雀
偲
少
狩
と
イ
ふ

吻
仲
；
ぬ
た
ぅ
甜
多

の ち
一
魎
晦
ゾ
ノ
凡
ｖ
ｌ
渕

烈
く
捗
り
心
解

ち
ツ

多~フ

j《、，

恥
功
沸
令
７
稲

血

。
、

り
げ
砂
か
“
恥
〃

}、▼

｝ 上
一

I北タィ繩ｲイ執ナイ タィ桃竹桃ｲイ机， イ11 ヤ1 M>"‘,ﾀｲ ﾔも

一一一一 一一d一一一m
L



一一一

一

ぺ棚

口 一一 一一一 一一

＝

一一一一三一一一＝一一一

！辱…-=妻へ＝ざwV-､，
／

了'蕊ﾀｰｰ、‐
←汀

ター､=

一一＝一

C

篭~、一一蔦-f‘'一空s廷 ↑
一
二
や紗曹､鍵喜篭｡奄鱒へ

･奄重､-べｰｰ十・､夢舞零哩､敬萄斧｡
↑
》

幾禽､､輿･-ﾍ望諏 錦蝿奪へ蕊

墜肉

浄
尋奇壁参・多寺､3,瞳ゾ

勢、識､v潔電●餐總輯 種
茎
涼
塁

￥縛黛-壁､s'蕊純一や曇

歴､rff穣雲醤や‐ｬ/Svc､-令恐や､癒､野J

ぷぐ-倦盈､'G－へ蛭f拝と拳､今

I ． －
一一一一一一,一一一一-一一一℃－－ ﾛﾛ■

一℃

’
〆

謹迩斌喫-《 -/管-世室寺.烏‘､率 、1－ 金

ふ,ﾐ金｡や言s､､一幕 式&《掌
e

韓､=－葦､壜
ぐ
強
△
尋

牟〆1'､S､ご'布噸紳蝦翁･鼻､』

『冠f､侭S害遥舎含､よ』ﾐ爽一篝－

織諜u,j,雪､Qさ今ﾉﾚ蓬呈←e､蛍ﾙｰ,金へ恵、 患

急
曇
婁

曾塁掌v侯奪牟へ蜜'職窯

'､総紳ぐ垂会&Wﾐｰ､､戦篭-蝿巡煮淫逵r'
q

ハヘ電s､-‘｡､＝冨哩等《基
－ユ



＝

Y

１
１

一

I
Ｉ

ｌ

ｌ

。

尚
馴
灸
り
窪
‐
閥
心
ｔ
約
Ｏ
ｌ
５
捌
箸
″

免
砂
〃
Ａ
Ｉ
吟
々
１
３
葱
り
易
榊
奄
卯
ｊ
幻

彩
う
り
峨
叩
ｊ
吻
臘
門
川
ざ
〃
７
弗
余
叩
ｊ
４
１

ｉ
昇
孝
心
噸
え
午
止
裟

●

釣
至
心
縦
の
秒
拶
と
澱
ャ
？
～
ヘ

荷
柔
柵
鴬
わ
ヶ
易
吻
蓄

〃
轡
緋
擢
今
霞
み
曇
Ｉ

，
ら
ぐ
零
す
あ
警
島

Ｌ
翰
剛
”
湖
鯉
》
が
い

緋か紳劣′机，
必
V

緋，桃〃

－－－－＝_聿



ー一

一一 一一 ＝~

’

1

1 1

〕

日
乃
・
■
ａ
”
●
凹
凸
■
■
■
画
■
皿
守
且
旬
■
“
画
亜
問
Ｌ
函
■
■
ケ
』
■
Ｆ
も
巴
■
８
１
ゞ
Ｉ

１
１

１
１１

’ ﾛ

凡 ”
寡

砂； 汝輩 １
６
．

吐

鰄
グ
ノ
戯

、

花
の

１

１

擁差 4＞の
q

ｧf、 の為

の

〃
約
＃
令
そ

ｌ
Ｉ

膿 ？
』

しｊ
柳
川

泌
沙

約
４

ベ
夢
み

。

人う
fF

の

、

I

瀞6

癌I ）

げ 杉 V"、
今
〃
婆
つ
り

”

鍬
』
U

黙 〃
＃
奴
，
、

l. '' 気
，
甥
芯
む

、

1 泌
確
吻
唖
〃

』 ”
Ｉ
ｊ
‐
鈎
叱
嚴
伽
り
錫
奄
珍
《
編
物
ハ
〃

。

を 偽1

恥 渉
曄
僻
心

5．

謝り
ｂ
■
Ｆ
ｒ

鬘
＝

#ク薮、
蕊I②

嘘
I

跡
啄
吻《 ‘そ 必 ｳツ

二

笑
』

４
帆
皿
伊

参

’ もし 鋪俳噛 〃I』 、
齢‘肌か机齢、桃妙仙

〆

｣L
一

グ

L 凸一。



m
1

l

,|I

命
認
毫
紛
管
ち
め
も
砦
僻
心
制
覇
瑚

塊
“
ｆ
″
：
断
Ｉ
〆
功
〃
秘
も
錫
伽

圭

呵
ｆ
ゅ
？
鼠
幕
修
Ｉ
ゅ
珍
叱
浮
上
繩

緋
吻
午
疹
ヲ
え
ｊ
に
〃
卸
血
猫

亨
塀
易
ふ
ろ
猟
γ
…
〃
！
あ
げ
欲

・
吏
易
Ｊ
ｊ
Ｉ
称
』
て
鞍
７
勺
駄
堂

義
要
る
脇
１
噸
ｆ
１
ｉ
ｊ
伽
穆
排
ふ
う

〃
〃
を
琴
γ
叱
湯
ｉ
溝
い
ふ

呵
鼻
を
次
…
，
ｌ
嫁
１
７
勺
そ

◆

浅
』
て
〃
火
み
』
品
鱈
瀧

胸
憩
う
～
；
沈
め
填
ヅ
吻
多
穆
私
１

vヴf

'1
＃&

劣 、吻

密

、
み
り
Ｉ
伽
仰
ふ
１
秘
移
！

上
抑
娠
吟

琴
察
阜
＃

枕
広
る
”
人
妙
ぞ
鯵
〃

〃
ら
ち
そ
ら
雑
ろ
篭
耐
ろ

必
う
を
ざ
り
１
１

ワ 〉

;；
“

労
２
名
も

で
ば
４
杉
舞
踊

偽
／
ｊ
鯛

締
〃
卜
４
’
ｉ
Ｉ
Ｉ

＃ ん
ゑ
り
狐 夜

蓄机雀桃笈挑篭紳諺仇桃嬉篭桃篭机篭 "心 ,拠、

オ



一

一一 ー一 一一 一一

| ’

|' 〃

ｊ

入
脇
乃

ゆ

１
１

か
偲
瀞
秘
乃
維
？
７
０
概
呼
ｒ
烈
撫
鰯
り
ん
側

‐
秘
鯛
１
＃
‐
ず
み
く
秘
炉
ぎ
ぞ
童
孝

蠕
刀
瓢
ふ
猫
ゞ
芯
毎
典
シ
柵
が
ン
測
拝
ろ
修

叩
と
拳
と
童
５
穫
呵

Ｃ
ｌ
、

い
？
ふ
約
ぞ
琴
管
茨
の
一
り
勘
舟
＃
（
辮
帯

ア
ン
”
〃
Ｊ
な
、
迩
了
人
７
奇
く
篭
夢
も
嫁
ら
約

ち
；
秒
ろ
抄
１
〃
や

1
』D

J

脚

一

『 の

！
一
イ
ー
施
彙
１
〃
脆
駈
’
〃
ノ
鬘
乃
夕
令
糸
〉

瀬?

（
ろ し

6

4 《

在 画

弊I
のノ

期

ゑ や
〆

Ｉ
内

b力
鼻

縁
乞
慰

"

巴
の；

川
Ⅲ
昨
眠
叫

１
１
１

諦。潟 上
手
へ、

１

１

捌丁夛裳

緋‘かた制,よ"考脇､久仙
ｊ
、 1

篭沁篭 "し 秋塾 篭 葱"心
●



一 一＝一一三一 ー
－

－－－－－－一一一一－－－一一一一

Q
〆

＝

Q

’ 簿

群 淡
』
の
Ｉ
ノ
戯

＃
低
吟
箪塗

椴
竜‐

診
を

ち
少
の
諺
ザ
ク
寺

や 汐
子

Ｐ

ｆ
今

今
〆
ラ
』
”
／
／
ｌ
税

引

匹
己
官
、
馬

心
Ｉ
謬
蛎
豚

関

商
１
Ｊ
入

乳
跨
ろ

減乃 ﾉ、I
、

鉦え
吻
埆
ｊ
が
３

け
た
鱈
を

Ｗ
ｆ
蚤
診
妙
談
弾
み

Ｆ
ｊ
ｒ
、

Ｆ
Ｄ
石
口
■ を

｝
之
窪
象
紗

″
渉
ゲ
伽
心
健
〃
舟

、
弥
鉤

為
鉱
ｖ
ｙ
み

イ
か

＄ 4

、

科 ＃
沙
り
ゐ

１
０

ツ我
ｖ
物
〃

〕

窒
臭

獺
２
ヶ'イ ' ,I差 ，

り
欠
く

り
ぶ
癖

古
郡
周
‐

捗篭寵
婁久仙鑿

１
６
７
１
１
１
１

1

窪久久 机_』 "し 帝か火馨，ﾀ心J<M," 火

‘ ’

1｜

山『』L



1

1

１
１

、 Q

１
１
１

匙

’
１
１ G

ｚ
鯵
人
ゑ
孤
挑
ｉ
γ
獅
泌

舟
り
わ
く
妬
の
》

り
わ
く
偽
の
一

|’|’

＃
雄
１

〃
竪
乏

Ｉ

方
ら
イ

コ
ロ
』
ｑ
巳
込

も

ｏ

ｆ
ガ
ノ

を
島
Ｉ
〃
§
ム
測

謬
！
“
Ｉ
、

哩
移
３

ケ

紡
吻
１
１
－
１
伽
私
鳴
４
１
シ
滝
刀

Ｌ

灯
可

Ｊ

勿

織
亥
〃
抑
誌
滅
愛
郵

な
メ
ゾ
之
、
お
〆
診
１利
の
火
，霞

ｂ

ｒ

凋
蜘
Ｊ
１
い
Ⅵ
＃
小
脇
？
ｉ
９
や
４
．
”
聯

’

鰯
拠
り
沙
秒
澱
み
総
て
を

ｊ
４
ん
岬
凱
上
が
り
冷
仰
＃
が
ｙ
７

琴 、
山
ろ
鍵
八
五
畷
；
鯵
薙
隆

一
緯
判
周
媛
４
工
曜
ん
ｌ
ｌ
電 1り

ぐ
Ｌ
く
タ
掌
み
鋳
吏

ｄ

ｑ
．
■

斗
毎
い
“
錨
〃
吟
譲
歩
碗
“
”
〃
く
だ
方
ザ
リ
の
い
い

；
〃

１
１

I

”
協
い
Ｉ
抄
瞥
少
鮮
糸
盛

黒
１
搾
拳
御

あ
り
謬
篭
雄

紳

r

’

婁
潤
墨

Ｉ

お
燐
が

一

ｌ
１
ｒ
田
原
Ｂ
ｉ
ｒ
ｈ
ｑ
Ｉ

ノ

麦等
拠勝仙鈴桃錫

雪久桃 患久仙‘共 仮.、 急

’易，
1

〃

JL 一々凸型
一



‐

１
１

】、

’

I
ﾝ?’

遥
象
や
チ
ゲ
毎
ｋ
ル
ヴ
Ｚ
ｆ
篭
鬼

躯
＃
ず
〃
１
恥
妨
錨
？
錫
ｒ
脇
仏
の
小
‐
〃
脳
久

参
・
ン

寸
膳
希
１
時
倉
虎
方
：
息
泳

１
５
／
ア
」
刊
八
″
／
ノ
ヶ
必
“
殉
ア
ー
の
ノ
辛
７
糸
坪
ｊ
，
″
卜

,’ う
Ｉ
ム
ル
入
り
々
も
“

蓼
診
lリヒ

ム

＊．

’
*

尭
亨

！；

《
黙
職
γ
§
ウ
ザ
；
鐸
ｏ
捲
き

遊
掘
了
１
湾
急
の
り
鐸
〃
ｆ
ろ
ゞ
芽
＄

●

》
ｊ
ノ
ノ
仰
凶
Ⅱ
瓜
、
ノ
し
易
Ｆ
１
ｊ
一
死
Ｊ
ｎ
Ｕ
々
鍋
〃
グ
ノ
も
肌
“
型
一
公
園
、
Ｐ
、

金
ｌ
為
浄
和
ゲ
バ
靴
か
み
つ
良
１
《
入
学
葱
，
～
告
、

が
島
、
希
を
す
み
抄
避
ろ
鋒

濫
念
恕
か
釈
ｆ
悔
γ
あ
み
や
ム
ー

姦
盆
滅
發
差
ｆ
ｈ
噺
濱
Ｉ
訓
～
糺
豊
糊

を
琴 ｆ

へ
ｆ
か
プ
ィ
秘
盗
恥
と
、
剛

！

九＃
土
叫
羽
鋤
楓
剛
の

乃
細
を
歩

l

l

ll'

l
j
I

l

l

l 禄
穆
、

●

＃

、
州
外
崎
ｆ
ｉ
ｆ
嘩
郷
″
撚
繊

仙

鳶
段
拶

猫

’
繩
の

鉤
＄
伽
川
拭

』，一

芸リ
●
１

、
．？

字
一一

Ｕ
１
曲
、
咽
毎
Ｊ
，
，
８
９
１
１
０
国
１
１
１

念恥賜、 、湯湯仙珍 満 椛久緋-》 "t』務 なし銘

1
■
日
。
。

▲ ~

◆
巳



戸

i…｜

｜

｜｜ ｜
l
l
i l

l
l
l

| 'i

l l
lI

ll

l

l I ｜| ’ ’

宇－言 一

〃
F

P

■

ｒ
９
Ａ
ノ
㈱
＃
Ｉ
久
鵬
繩
４
〃
＃
ム
ッ
珍
鴛
の
人
肘
爬

参
ろ
尚
尭
診
晶
，
１
紗
僻
り
”
机

制
又
八
雀
凧
膿
認
き
＃
〃
タ
ク
鰯

、
、
庵
ｆ
１
く
ｒ
入
獄
子
；
Ｎ
の
龍

Ｉ
弘
血
Ⅷ
ろ
必
鯵
７
伽
臘
瓜
〃
＆
ゑ
く

・
零
李
雇
ｆ
す
い
か
鴎
，
澱
の
篭

お
産
少
諦
』
て
〃
＃
１
猿
…
良
″
り

鋳
珍
秘
必
〃
仏
鋤
聯
津
朧
か
坪

吻
勿
！
ｉ
体
ｋ
ｆ
勿
均
、
？
・
悲
豫
ら
か

ｚ
銘
潅
ガ
ハ
ゾ
隣
咽
／
い
＆
蟹
７
レ
仏
う
ぐ
ム
ノ
ル
北
ｖ
ｂ
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縦
ｚ
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介
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７
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＆
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仏
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ｆ
７
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＃
ｆ
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潅
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；
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ｆ
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；
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ｂ
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ｑ
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叡
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縄
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